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論文内容要旨
 明延鉱床は加藤武夫(1917,1920,1927)により世界に紹介され,その特異な鉱物共生関係は広
 く内外に知られボリビアの錫銀鉱床と共に標式的ゼノサーマル型鉱床として著名であった。最近,
 渡辺武男(1959)は本邦の鉱床成因を総括的に論じた「日本鉱産誌総論」にむいて、明延鉱床を生野,
 足尾と共に浅岩漿型鉱床に分類し,BuddingtonA.R(1933)の称するゼノサーマル型の代表的
 鉱床であると述べ,鉱床生成時期については第三紀中新世末の酸性一中性の深成ないし半深成火
 成活動に関係づけている。
 しかしながら本鉱床はその地質構造的背景に歩いて,また鉱床の性格に歩いて極めて複雑であり,
 左む朱明の問題が多分に包有されていた。
 一方,筆者は1952年以来現在に至るまで,明延並びに明延周辺の調査研究に従事し詳細なる研
 究を行なう機会に恵まれ,この間に集積した坑内外諸資料を基に,明延附近の地質構造を究明し,
 さらに鉱床群にみられる極めて特異な帯状分布の状態を解明した。また鉱化作用の巨視的顕微鏡的
 考察をすすめ鉱床生成環境,関連火成岩,富鉱部を規制する要因その他を明瞭にし,本鉱床の鉱床
 学的定義むよびその起源に関して従来の見解とは異る結論を得るに至った。
 以下,本論文で述べた事項を要約すれば次の通りである。
 1地質環境
 明延鉱山地域は西南日本内帯の降鶴帯」に屈し,二融冠中・後期の輝緑凝灰岩、緑色千枚岩,黒色粘板岩
 黒色泥岩等いわゆる秩父地向斜堆積物の一部によって構成されている。これらの古生層中に貫入す
 る火成岩には,遊入時代未詳の花崗斑岩と三畳紀後期逆入の塩基性岩頚があり,これらはいずれも
 鉱床生成以前の貫入関係にある。
 その他,脈岩類として変質玄武岩,優白質珪長岩,流紋岩,各種安山岩類があり,変質玄武岩,
 優白質珪長岩を除き他は鉱床生成後の貰入物である。
 鉱床は,上記古生層および火成岩中に胚胎する裂か充損型鉱脈であり,稼行対象と在る鉱脈は91
 条の多数に達し,これらの方向性は,多レ・ものから順にNW系,EW系,NE系,NS系の4系統
 に分ロ類できる。
 2帯状分布
 明延鉱床の主要金属鉱物たる鉄満俺重石,錫石,黄銅鉱,方鉛鉱,,閃亜鉛鉱をそ一}h.ぞれWO3,Sn,Cu
 Ph,Zn等の金属成分分析値に置換え,20数万件に達する分析値を用い,全鉱脈にっレ・てこれら金
 属成分の上下水平における定量的変化を求め,地質構造との関連に寿いで鉱床群にみられる鉱石鉱
 物の帯状分布の考察を重ねた結果,次のごとき興味ある事実が判明した。
 (1)帯状分布の中心
 錫タングステン帯を鉱化中心とする場合,鉱化の中心は単・一ではなく,東部地区では小峰,清栄,
 白岩,東山と称するNE系断層を中心として紛り,西部地区では世谷,永世,四脈断層等のNE系
 (四脈断層のみEW系)断層を中心とする。
 上記各断層を中心として構成される鉱物帯の規模,形態等の考察から,東部地区の鉱化帯を構成
 した鉱液の基幹通路は小峰断層であり,他はいずれもこの副通路の関係にあることが知られる。同
 様に西部地区での主通路は世谷断層とみなすことができ,明延鉱床群の鉱化中心位置が二個所であ
 ることを角年明した。
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 12)帯状分布の形態
 帯状分布は,中心から側方へまた下部から上部にかけて,錫タングステンー銅鍋一銅亜鉛一鉛亜
 鉛一金銀(または不毛石英)と移行するが,水平的形態は,前記NE系断層を中心とする層状分布
 を呈し,垂直的にはNE系断層と平行鉛直面上での形態は普通の同心円的分布を示すが,NE系断
 層と直交鉛直面上ではNE系断層を中心とする累被レンズ状の分布を呈し,極めて特異なものであ
 る。
 (3)帯状分布の規模
 帯状分布の水平的規模は,錫タングステン帯から鉛亜鉛帯までで直径約4,000毎を有し,同じく
 垂直的規模は約1,000πに達する。
 また錫タングステン帯の東部地区での下限は,標高100卿附近にあるが西部地区での下限は,海
 面下80卿附近にある。なむ両地区に認められる鉱床下限差は,筆者の解明による明延断層の鉱床生
 成後の動きにほぼ一致する。
 @帯状分布の基本的地質構造
 鉱床生成並びに帯状分布の構成に関与した基本的地質構造たるNE系断層群は,いずれも塩基性
 迸入岩体の辺縁に沿って発達し,断層間に介在する古生層を地塊化せしめ,地層の走向傾斜に大幅
 な変位を与えている。一方,鉱脈裂かの発達は地層の転移に関係なく一貫した方向を保有し,NE
 系断層との交叉関係には断層線を貫通して鉱脈が発達する場合と,鉱脈裂かが優勢のままNE系断
 層で途切れる場合がある。上記諸現象はNE系断層の成立が鉱脈裂かの生成以前であることを明示
 し,さらに弱線部の成立が舞鶴構造帯の基本的構造に関連する事実を解明した。
 3鉱液の流動方向
 主要鉱脈について等品位曲線図,等脈幅曲線図,鉱脈構造曲線図等の手法を用いて検討した結果,
 NE系断層と交叉する鉱脈は,いずれも断層下部の或位置からその流路が発してむり,その主流動
 方向を概括すれぱ,
 東部地区では殆んどの鉱脈が,西北方下部から東南方上部へ45。前後の角度を示して上昇してむ
 り,
 西部地区では逆に東南方下部から西北方上部へ45。前後の角度を示して上昇している。
 これらの傾向は両地区共,脈幅の広い部分の落しの角度にほぼ一致し,さらに鉱脈の走向変換部
 の落しの方向に一致する。
 4富鉱部
 富鉱部について,その細部を検討した結果,これを規制する要因が次の6項目であることを指摘
 して、
(1)
(2)
(3)
(4)
 (5〕
(6)
 その詳細を明らかにした。
 鉱化中心位置と鉱脈裂かの位置的関係
 鉱液中心通路をなす断層と鉱脈裂かの交叉関係
 鉱液の流動方向
 異種の鉱化作用の重複の場
 鉱床母岩の差異
 鉱脈裂かの構造
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 5鉱化作用
 明延鉱床の鉱化作用は甚だ複雑であるが,その細部を巨視的左いし顕微鏡的に検討すれぱ次のご
 とく要約できる。
 (11鉱化作用の種類と時期
 東部地区では早期のものから順に,錫タングステン期,銅錫期,銅亜鉛期,鉛亜鉛期の4時期に
 分けら;餌西部地区でも同様,銅錫期,銅亜鉛期,鉛亜鉛期に分け得る汎この地区ではさらにこ
 れに時期差をおいて顕著な後期錫タングステン鉱化作用が重複し,典型的左テレスコーピングを呈
 示する。
 〔2)鉱石鉱物の共生関係
 鉱物共生関係の巨視的ないし顕微鏡的研究から解明した鉱物晶出順序は,帯状分布の上下の順序
 をしている。
 (3)鉱石鉱弓勿の糸且織と構造
 鉱石は鉱物組合せにより,錫タングステン鉱,銅錫鉱,銅亜鉛鉱,鉛亜鉛鉱等に分類され,さら
 に鉱化の状態、に従い,結状構造,角礫構造,輪鉱構造,網状構造,鉱染構造,交代構造等に分けら
 れ,各構造はそれぞれ生成環境を表現する。これらの観察結果を総合すれぼ東部地区の鉱脈の生成
 環境は鉱脈裂かの発達と相俟って一上昇した鉱液により形成されたものとみられ,一連のしかも成分
 変化の余りない鉱液の反覆⊥昇によって形成したものと結論づけられる。西部地区の銅錫一鉛亜鉛
 に至る前期鉱化作用も同様過程で形成されたが,これらが剛体化した後,再裂開作用が働き,これ
 'と相前後して上昇した後期錫タングステン鉱化作用により,顕著な乱れが生じている。
 また,鉱石鉱物の顕微鏡的考察の結果,各鉱化期を通じ,黄銅鉱中の閃亜鉛鉱星型骸晶その他の
む
 いわゆる高温性離溶構造を発見し,鉱床生成温度が300-500。Gの中温一高温環境にあるとの見解
 を明らかにした。
 6鉱床との関連火成岩
 火成岩頚の分布状態,貫入前後関係,鉱床との前後関係等の見地から考察を進めた結果優白質
 珪長岩が鉱床と密接な姉妹関係にある事実を指摘し,本岩が下部に冷いて酸性深成岩類と連絡する
 可能性を論じ,周辺地質との関連から明延,生野周辺に分布する白革紀一'古第三紀の花崗岩質岩頚
 と鉱床との因果関係に言及した。
 7鉱床の成因的考察
 地質構造,帯状分布,鉱化作用等の考察を総括し,明延鉱床の成因に関して,
 α
⑫
⑫
但
O
 NE系構造線の成立
 鉱脈裂かの成因
 鉱液の起源
 鉱化作用の進行過程
鉱床生成環境
 等の見地から詳細なる考察をすすめ,それらを総括して次のごとく結論づけた。
 即ち,「明延鉱床は,夜久野塩基性岩類の遊入を伴う,二畳紀中,後期の舞鶴層を母岩とし,そ
 の起源を,舞鶴構造帯に沿って貫入した白堊紀～古第三祀の花崗岩質潜底盤に仰く㌔中深成高温一
 中温型鉱床に属し,主鉱化作用が教条のNE系Pre-ore断層を通じて行なわれた特異な型の鉱床
 である。」。
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論文審査要旨
 阿部昌夫提出の学位論文は"明延鉱山の地質学的並びに鉱床学的研究“と題し,本文173枚,図
 版118枚からなっている。阿部昌夫は1952年から本年にいたるまで,兵庫県明延鉱山ならびに周辺
 の地質むよび鉱床を調査する機会に恵まれ,同地域の地質および地質構造を究明し,鉱床群にみら
 れる特異な帯状分布を解明し,鉱床の成因を明らかにしている。
 明延鉱山地域の地質は二畳紀中・後期の舞鶴層群に属する輝緑凝灰岩,千枚岩,粘板岩等いわゆ
 る秩父地向斜堆積物の一部によって構成されている。これらの古生層中に貫入する火成岩には遊入
 時代未詳の花崗斑岩と三畳紀後期邊入の夜久野塩基性岩類があり,その他,脈岩類とじで変質玄武早.1,擾白質
 昧長岩流紋岩,語よび安山岩類がある。これら`ケ戸,流紋岩蔚よび安山岩類は鉱床生成後に貫入してhる。
 鉱床は上記古生層諭よび火成岩中に胚胎する裂か充損型鉱脈で,稼行対象となる鉱脈は91条の多
 数に達し,これらの方向性は,多いものから順に,NW系,EW系,NE系,NS系の4系統に分
 類できる。
 明延鉱床の主慶金鼠鉱物である鉄満俺重石,錫石,黄銅鉱,方鉛鉱,内亜鉛鉱を,それぞれWO、,
 Su,Cu,Pb,Znの分析値に置換え,20数万に達する分析値を用い,全鉱脈についてこれらの金
 寓成分の上下水平にむける定量的変化を求め,地質構造と関連して鉱石鉱物の帯状分布の解明に成
 功した。
 即ち,鉱化作用はNE系断層を中心としており,鉱物帯の規模,形態等から東部地区の鉄化帯を
 構成した鉱液の基幹通路は小峰断層で,西部地区では,世谷断層である。その帯状分布は中心から
 側方へ,また下部から上部に,錫タングステンー銅錫一銅亜鉛一鉛亜鉛一金銀一石英と移行し,そ
 の水平的形態はNE系断層を中心とする層状分布を示し,垂直的にはNE系断層線と平行な鉛直面
 .とで同心円的分布を示している。またその錫タングステン帯から鉛亜鉛帯までの水平的規模は,
 4,000吸垂直的規模は1,000πに達している。更に鉱液の流動方向は等品位曲線図,等脈幅田1線図,
 鉱脈構造曲線図等により検討した結果,東部地区では西北方下部から東南方上部へ450前後の角度
 で上昇し,西部地区では東南方下部から西北方上部へ450前後の角度で一上昇している。
 明延鉱床は上記のようにNE系断層に沿って上昇した鉱液が,NW系およびEW系を主とする裂
 に沈澱して鉱脈を形成したもので,早期のものから錫タングステン期,銅錫期,銅亜鉛期,鉛亜
 鉛期の4時期に分れ,さらにこれを時間差をむいて後期錫タングステン鉱化作用が重複し,テレス
 コーピングを呈示している。その鉱床生成温度は鉱石鉱物の顕微鏡的観察その他から300℃～500
 。Gの中温～高温の環境にあったと推定される。また鉱床と関連する火成岩は,優白質珪長岩が鉱床
 と密接左関係があり,本岩が下部に拾いて酸性深成岩と連絡する可能性があり,明延,生野周辺に
 分布する白亜紀～古第三紀の花崗岩質岩頚と鉱床との因果関係が考えられる。
 従来明延鉱床はわが国の重要左鉱床区の1つに属し,その地質環境鉱床の性状,鉱石の共生関
 係などが極めて複雑であるため,その成因の解明が困難とされていたものである瓜阿部昌夫は最
 近の地質学むよび鉱床学の知識をよく咀嚼し,独自の理念のもとに数多くの資料を整理し,本鉱床
 の生成過程を系統的に解析してむり,鉱床学上に多くの知見を加えている。
 また参考論文は何れも明延鉱床に関するもので,主論文の暴礎となっているすぐれた研究と認め
 られる。
 よって審査員一同は阿部昌夫提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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